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特　集 管路施設のストックマネジメント

はじめに1

　仙台市（以下、本市）の下水道整備は、明治32年
に東京・大阪に次いで全国で3番目に着手しました。以
来、120年以上の永きにわたり、まちづくりの基礎を支え
続け、現在の市民生活に欠かすことのできない重要なラ
イフラインのひとつとなっております。
　本市では、公共下水道に加え、農業集落排水施設、
コミュニティプラント（本市では地域下水道）および浄化
槽（公管理）の4つの事業を下水道部署で所管してお
ります。
　令和3年度末時点で、敷設された管きょの総延長は、
4,984kmとなっています。このうち、管きょの標準的な耐
用年数である50年を超過した管きょは、
603kmで1割程度となっていますが、今
後の20年間で全体の6割を超える管きょ
（3,077km）が標準的な耐用年数を超
過し、これまでの速度をはるかに上回り老
朽化が進行していきます（図−1）。
　管きょの老朽化の進行に伴い、管きょ
の破損に起因した道路陥没の発生が懸
念されます。本市においては、多少の増
減はあるものの、年間80件程の下水道
に起因する道路陥没が発生しています。
道路陥没が発生することで、人身・車両

事故、交通障害が発生するほか、管きょへ土砂等が流
入することで流下能力が阻害され、広範囲で下水道を
使用できなくなる恐れがあります。このような事故を未然
に防止するため、いかに効率的・効果的に下水道施設
を維持管理していくのかが今後の重要な課題となってお
ります。
　また、下水道事業においては、施設の老朽化といっ
た課題のほか、予算の縮減や職員の削減による経営資
源の減少といった課題も抱えており、事業全体を見通し
た経営管理的な考え方が求められています。これら下
水道事業が抱える課題に対応するため、本市では、平
成25年度からアセットマネジメントの手法を用いた下水
道事業運営に取り組んでいます。
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図−1　管きょ年度別敷設延長・累計延長
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　本稿では、本市下水道事業におけるアセットマネジメン
トの取り組みと、老朽管改築工事の施工方法について
紹介していきます。

仙台市下水道事業における
アセットマネジメントの仕組み2

　本市下水道事業では、アセットマネジメントとそれに取
り組むために必要となる様々なツールや技術手法などの
仕組み全体をまとめて、アセットマネジメントシステムと呼
称しています。
　本市のアセットマネジメントシステムの主要な構成要素
は「基本理念と基本方針」「業務プロセスの整備」「リ

スク管理と投資判断基準」および「内部監査の実施」
となっています（図−2）。
　「基本理念と基本方針」では下水道事業の目標と指
標の設定を、「業務プロセスの整備」では業務手順や
基準等の文書・システム化を、「リスク管理と投資判断
基準」では影響と発生確率から評価したリスクを用いて
施策の優先度を判定し予算化する仕組みの構築を、「内
部監査の実施」ではアセットマネジメントシステムに関す
る内部監査の仕組みの構築を行いました。
　その中で、特に老朽化対策と関わりの深い「リスク管
理と投資判断基準」に関して、その詳細を解説していき
ます。
　本市では、効率的・効果的に施設の保全を進めるた
め「リスク」の評価に基づいて優先順位付けを行うこと
としています。リスクは、不具合が発生した場合の「影
響」の大きさと不具合の「発生確率」の組み合わせによっ
て表現され、表−1のようなリスク評価表を用いて、リス
クを評価しています。
　ここからは、管きょの老朽化を例にしてリスク評価の仕
組みを説明していきます。管きょの老朽化リスクを評価す
る際には、1スパン（上流マンホールと下流マンホール
の間に敷設された管きょ）ごとに「影響」の大きさと「発
生確率」を評価しています。

図−2　AMSを構成する主な要素

表−1　管きょの老朽化リスク評価表


